
泉大津市立病院・府中病院の再編について

泉大津市立病院：230床 府中病院：380床
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（公設公営）82床

府中病院
（民間経営）167床

市立病院
（公設民営）300床

地域医療連携推進法人を設立し、
類似・重複する機能を再編
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（▲61床）

＜再編後令和５年(2023)度（予定）＞
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◆主な意見等
・母体救急、合併症分娩への対応の点から、周産期病院と急性期病院を
（地理的に）分離するのではなく、併設等を願えないか。
・新病院と市立病院（周産期）を一緒にすれば連携等の課題は解決できるのでは。

◆泉大津市立病院・府中病院の説明
＜第１回８月７日連絡会にて＞
・事業スタートは３病院でさせていただき、今後事業の検証を重ね、必要があれば
合併も含め考えていきたい。

＜第２回10月28日連絡会での病院提出資料（抜粋）＞
・まずは周産期医療体制の集約化を現在の市立病院で実現した上で、
新たに建設する高度急性期・急性期病院とより緊密な連携を取れる再々編の時期と
可能性について引き続き模索する。

現泉大津市立病院改修 新病院開設 現府中病院改修

＜現在（令和２年度（2020年度））＞
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泉州周産期病院連絡会での意見と病院の説明


